
家
庭
学
習
プ
リ
ン
ト 

国
語 

中
学
一
年
① 

 

名
前 

 

野
原
は
う
た
う 

工
藤
直
子 

 

一 

教
科
書
14
ペ
ー
ジ
～
17
ペ
ー
ジ
の
四
編
の
詩
を
声
に
出
し
て
読
ん
で
み
よ
う
。
三
回
ず
つ
読
み
、
○
を
つ
け

よ
う
） 

        

二 

気
に
入
っ
た
詩
を
一
つ
選
び
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
気
に
入
っ
た
の
か
を
書
こ
う
。 

 
 

 

気
に
入
っ
た
詩
→ 

  

気
に
入
っ
た
理
由 

       

三 

気
に
入
っ
た
詩
を
、
教
科
書
18
ペ
ー
ジ
「
音
読
す
る
と
き
に
は
」
の
読
み
方
に
注
意
し
て
読
み
、
気
付
い
た
読

み
方
の
工
夫
を
書
こ
う
。 

  
 

 

ア 

強
く
読
ん
だ
方
が
よ
い
と
思
う
所
を
抜
き
出
そ
う
。 

   
 

 

イ 

弱
く
読
ん
だ
方
が
よ
い
と
思
う
所
を
抜
き
出
そ
う
。 

   
 

 

ウ 

そ
の
他
、
工
夫
し
た
方
が
よ
い
と
思
う
読
み
方
を
書
こ
う
。 

  

四 

〝
三
〟
で
考
え
た
音
読
の
方
法
で
工
夫
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
た
か
を
評
価
し
よ
う
。 

 

〈
評
価
す
る
方
法
の
例
〉
「
録
音
し
て
聞
く
」
「
自
分
の
声
を
聴
き
な
が
ら
読
む
」
「
家
族
に
聞
い
て
も
ら
う
」
等 

 
 

 

自
分
の
評
価 

 
 

 

〈
評
価
…
Ａ 

よ
く
で
き
た 

Ｂ 

だ
い
た
い
で
き
た 

Ｃ 

で
き
な
か
っ
た
〉 

い
の
ち 

あ
き
の
ひ 

お
れ
は
か
ま
き
り 

あ
し
た
こ
そ 

 

    

一
回
目 

    

二
回
目 

    

三
回
目 



家
庭
学
習
プ
リ
ン
ト 

国
語 

中
学
一
年
② 

 

名
前 

 

花
曇
り
の
向
こ
う 

瀬
尾
ま
い
こ 

 

一 

教
科
書
26
ペ
ー
ジ
か
ら
32
ペ
ー
ジ
を
音
読
し
、「
登
場
人
物
の
気
持
ち
の
変
化
が
最
も
表
れ
て
い
る
」
と
思
う

一
文
を
選
び
、
そ
の
理
由
も
書
こ
う
。 

 
 
 

○ 

選
ん
だ
一
文
→
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

 
 
 

○ 

そ
の
理
由 

   

二 

一
行
あ
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
探
し
、
場
面
ご
と
に
教
科
書
に
数
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

【
ヒ
ン
ト
】 

第
一
場
面 

１ 

「
な
ん
や
、
・
・
・ 

 
 
 
 

第
二
場
面 

２ 

「
お
は
よ
。
・
・
・ 

 
 

第
三
場
面 

３ 

「
こ
っ
ち
こ
っ
ち
、
・
・
・
」 

第
四
場
面 

４ 

「
い
い
ね
え
、
・
・
・ 

 

三 

四
つ
の
場
面
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
〝
時
〟
〝
場
所
〟
〝
登
場
人
物
〟
を
表
に
整
理
し
た
次
の
表
の
あ
い
て
い
る
と

こ
ろ
を
う
め
て
完
成
さ
せ
よ
う
。 

 

四 

辞
書
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
意
味
を
調
べ
よ
う
。 

第
四
場
面 

第
三
場
面 

第
二
場
面 

第
一
場
面 

場
面 

  

朝
（
登
校
後
） 

朝
（
登
校
前
） 

時 

  

体
育
館 

  

場
所 

  

級
友
た
ち
・
僕
・
山
崎
君 

  

登
場
人
物 

31 30 29 28 28 28 27 

ペ
ー
ジ 

と
ど
こ
お
る
（
と
ど
こ
お
る
） 

た
ど
た
ど
し
い
（
た
ど
た
ど
し
い
） 

や
り
過
ご
す
（
や
り
す
ご
す
） 

は
や
る
（
は
や
る
） 

か
細
い
（
か
ぼ
そ
い
） 

持
て
余
す
（
も
て
あ
ま
す
） 

通
算
（
つ
う
さ
ん
） 

調
べ
る
言
葉 

       

調
べ
た
内
容 



家
庭
学
習
プ
リ
ン
ト 

国
語 

中
学
一
年
③ 

 

名
前 

 

花
曇
り
の
向
こ
う 

瀬
尾
ま
い
こ 

 

○ 

新
出
漢
字
と
読
み
が
な
を
五
回
ず
つ
て
い
ね
い
に
練
習
し
よ
う
。（
書
き
順
は
教
科
書
296
ペ
ー
ジ
を
見
て
覚
え

る
） 提さ

げ
る 

振ふ

り
返か

え

る 

俺お
れ 棚た

な 

欲ほ

し
が
る 

幼
稚
園

よ
う
ち
え
ん 

お
菓
子

か

し 

抜ぬ

け
落お

ち
る 

抑お
さ

え
る 

歓
声

か
ん
せ
い 

厄
介

や
っ
か
い 

僕ぼ
く 

押お

さ
え
る 

み
そ
汁し

る 

花
曇

は
な
ぐ
も

り 

               

               

               

               

               



家
庭
学
習
プ
リ
ン
ト 

国
語 

中
学
一
年
④ 

 

名
前 

 

花
曇
り
の
向
こ
う 

瀬
尾
ま
い
こ 

 

一 

四
つ
の
場
面
ご
と
の
、
「
僕
」
の
気
持
ち
の
変
化
に
つ
い
て
ま
と
め
た
次
の
表
の
あ
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
う
め

て
完
成
さ
せ
よ
う
。 

二 

第
一
場
面
で
、
「
気
が
重
そ
う
な
顔
」
を
し
て
い
た
「
僕
」
が
、
最
後
に
「
あ
ま
ず
っ
ぱ
い
梅
干
し
」
を
も
っ

て
歩
い
て
い
た
時
の
気
持
ち
を
想
像
し
て
書
こ
う
。 

  
 

初
め
は
転
校
す
る
こ
と
に
気
が
重
か
っ
た
「
僕
」
だ
が
、 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

第
四
場
面 

第
三
場
面 

第
二
場
面 

第
一
場
面 

場
面 

○ 

「
別
に
行
き
た
く
な
い
け
ど
…
」 

 

○ 

み
ん
な
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
か

ら
…
反
対
方
向
の
… 

 

○ 

と
ど
こ
お
り
そ
う
な
空
気
を
ふ
っ

切
る
よ
う
に
、
お
菓
子
を
か
ご
に
入

れ
る 

○ 

俊
敏
に
体
を
動
か
し
た
。 

  

○ 

ね
ら
い
を
定
め
て
、
す
る
ど
い
ボ

ー
ル
を
送
っ
た
。 

○ 

「
お
は
よ
。
」
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら

教
室
に
… 

 

○ 

今
日
も
生
ぬ
る
い
息
を
は
い
た
。 

  

○ 

「
胃
が
痛
い
ん
だ
。
」
と
お
な
か
を

押
さ
え
て
… 

 

○ 

…
簡
単
に
い
く
わ
け
な
い
だ
ろ
。 

 

様
子
・
行
動
・
会
話 

○  ○ 

気
を
遣
う
か
ら
み
ん
な
に
会
い
た
く
な
い
。 

 

 

○ ○ 

や
れ
る
だ
け
や
っ
て
み
よ
う
。 

  

○ ○ 
 

  

○ 

重
苦
し
く
う
ん
ざ
り
と
し
た
気
持
ち
。 

○ 

転
校
す
る
こ
と
に
気
が
重
く
、
や
る
気
が
起

き
な
い
。 

 

○ 

「
僕
」
の
気
持
ち 



家
庭
学
習
プ
リ
ン
ト 

国
語 

中
学
一
年
⑤ 

 

名
前 

 

漢
字
を
確
認
し
よ
う
。 

 

○ 

新
出
漢
字
と
読
み
が
な
を
五
回
ず
つ
て
い
ね
い
に
練
習
し
よ
う
。（
書
き
順
は
教
科
書
296
ペ
ー
ジ
を
見
て
覚
え

る
） 

（
教
科
書
34
ペ
ー
ジ
・
新
し
く
習
っ
た
漢
字
） 

１ 

次
の 

 

線
部
の
言
葉
を
読
も
う
。
【
漢
字
の
読
み
】 

 
 
 
 

ア 

汁
粉
と
煎
茶
を
い
た
だ
く
。 

［ 
 
 
 
 
 
 
 
 

］ 

 
 
 
 

イ 

墨
汁
を
買
い
に
行
く
。 

 
 

［ 
 
 
 
 
 
 
 
 

］ 

 
 
 
 

ア 

せ
み
の
抜
け
殻
を
集
め
る
。 

［ 
 
 
 
 
 
 
 
 

］ 

 
 
 
 

イ 

斬
新
で
奇
抜
な
意
見
だ
。 

 

［ 
 
 
 
 
 
 
 
 

］ 

 
 
 
 

ア 

銀
行
で
料
金
を
振
り
込
む
。 

［ 
 
 
 
 
 
 
 
 

］ 

 
 
 
 

イ 

感
情
の
振
幅
が
大
き
い
。 

 

［ 
 
 
 
 
 
 
 
 

］ 

 
 

紹
介

し
ょ
う
か
い 

 

揚あ

げ
物も

の 

華
道

か

ど

う 

勧
告

か
ん
こ
く 

歩
幅

ほ

は

ば 

 

税
込

ぜ

い

こ

み 

奇
異

き

い 

斬
新

ざ
ん
し
ん 

地
殻

ち

か

く 

墨
絵

す

み

え 

煎
茶

せ
ん
ち
ゃ 

           

           

           

           

           

① ② ③ 



家
庭
学
習
プ
リ
ン
ト 

国
語 

中
学
一
年
⑥ 

 

名
前 

 

漢
字
を
確
認
し
よ
う
。 

（
教
科
書
34
ペ
ー
ジ
新
し
く
習
っ
た
漢
字
） 

２ 

次
の 

 
に
合
う
漢
字
を<

 
 
>

か
ら
選
ぼ
う
。
【
同
じ
音
読
み
の
漢
字
】 

  

① 

カ
ン<

歓
・
勧>

 
 

ア 
 
 

告 
 

イ 
 
 

喜 

  

② 

カ 
<

華
・
菓>

 
 

ア 
 
 

美 
 

イ 

茶 

  

③ 

ヨ
ウ<

揚
・
陽>

 
 

ア 

抑 
 
 
 

イ 
 
 

気 

  

④ 

シ
ョ
ウ<

紹
・
招>

 

ア 
 
 

待 
 

イ 
 
 

介 

 

（
教
科
書
34
ペ
ー
ジ
小
学
校
で
習
っ
た
漢
字
） 

１ 

次
の 

 

線
部
の
言
葉
を
漢
字
で
書
こ
う
。
（
必
要
な
ら
ば
送
り
仮
名

が

な

を
書
こ
う
。
） 
 

 

① 

こ
ん
な
ん
に
打
ち
勝
つ
。 

 

［ 
 
 
 
 
 
 
 
 

］ 

 

② 

て
ん
ら
ん
会
に
出
品
す
る
。 

［ 
 
 
 
 
 
 
 
 

］ 

 

③ 

ふ
く
つ
う
で
欠
席
す
る
。 

 

［ 
 
 
 
 
 
 
 
 

］ 

 

④ 

季
節
外
れ
の
雪
が
ふ
る
。 

 

［ 
 
 
 
 
 
 
 
 

］ 

 

⑤ 

ふ
と
ん
を
ほ
す
。 

 
 
 
 

［ 
 
 
 
 
 
 
 
 

］ 

 

２ 

次
の 

 

に 
 

の
部
分
を
も
つ
漢
字
を
書
こ
う
。
【
同
じ
部
分
を
も
つ
漢
字
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 

   
 

    

ア 
 
 
 

単
に
見
つ
か
る
。 

イ 
 
 

力
を
発 

 
 

す
る
。 

イ 

政 
 
 

を
調
べ
る
。 

ア 
 
 

南
極
を 

 
 

検
す
る
。 

② 

か
ん 

さ
く 

た
ん き 



学習プリント＜数学１年＞No１                       月  日（  ） 

１章 正の数・負の数（教科書ｐ12～ｐ15） 

   組   番  名前           

               

１ 教科書 12・13 ページを読みましょう。 

左右両ページの日本一には、どんな数が使われているでしょうか。 

その中で、これまでに見たことのない数はどれですか。 

 

 

                                             

 

２ 教科書 14ページの「どんなことがわかるかな」を読みましょう。 

  東京と旭川の気温はそれぞれ、どんな温度を示していますか。 

 

・東京の温度は、             ・旭川の温度は、 

 

 ※ 教科書 14 ページを読み、下の     にあてはまる語句を書き込みましょう。 

  

「－６℃」は、     ６℃と読み、    ℃ より ６℃    い温度を示します。 

 

 

３ 教科書 14ページの問１に取り組みましょう。 

 (1)                    (2) 

 

 

４ 教科書 14ページの問２に取り組みましょう。 

 

 

 

 

５ 教科書 15ページの上を読み、次の     にあてはまる語句を書き込みましょう。 

 ① －３、－3.5、−１

２
 のように、０より小さい数を      といいます。 

 ② 負の数に対して、５、0.5、
３

４
 のような、０より大きい数を      といいます。 

 ③ ０は、                      数です。 

 

 ④ 「＋」を正の符号、「－」を        といいます。 

 

６ 教科書 15ページの問３に取り組みましょう。 

 (1)                    (2) 

 

(3)                    (4) 



学習プリント＜数学１年＞No２                       月  日（  ） 

１章 正の数・負の数（教科書ｐ15～ｐ16） 

   組   番  名前           

               

１ 教科書 15ページ 14行目から読み、下の     にあてはまる語句を書き込みましょう。 

 

 

   正の整数１、２、３、・・・・・を、        といいます。 

 

                                             

２ 教科書 15ページの問４に取り組みましょう。 

   

自然数は、                  整数は、 

 

 

３ 教科書 16ページの「どうすればいいかな」を読みましょう。 

数直線上に、＋２を表す点を示しましょう。 

  また、－２を表す点を示すには、どうすればよいでしょうか。 

 

 

 

 

４ 教科書 16ページの問５に取り組みましょう。 

 下の数直線で、Ａ、Ｂ、Ｃにあたる数をいいなさい。 

                                                                      

Ｂ： 

  

                                  

Ａ：     Ｂ：     Ｃ：      

 

５ 教科書 16ページの問６に取り組みましょう。 

次の数を、下の数直線上に表しなさい。 

－３ 、 
2
7

 、 ＋4.5 、 －2.5 

 

 

 

６ 教科書 16ページの練習問題に取り組みましょう。 

１(1)         (2)          (3)          (4) 

 

２ 

    負の数                  自然数                  

 

 



学習プリント＜数学１年＞No３                       月  日（  ） 

１章 正の数・負の数（教科書ｐ17） 

   組   番  名前           

               

１ 教科書 17ページの「どんなことがわかるかな」を読みましょう。 

右の図で、「富士山３７７６ｍ」は、海面から 

頂上までの高さを表しています。 

  「伊豆・小笠原海溝－９７８０ｍ」は、どんな 

ことを表していますか。 

 

 

 

 

 

  山の高さと海の高さ、収入と支出のように、互いの反対の性質をもつと考えられる量は、正の数、

負の数を使って表すことができます。 

  互いに反対の性質をもつと考えられる量を書き出してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

２ 教科書 17ページの例１と例２を確認しましょう。 

例１ ５０００円の収入を、＋５０００円で表すとき、 

－４０００円は、何を表していますか。 

 

 

 

例２ ある地点から２㎞東の地点を、＋２㎞で表すとき、 

    ３．５㎞西の地点は、どう表せますか。  

 

 

 

 

 

 

３ 教科書 17ページの問１に取り組みましょう。 

  １０００円の利益を＋１０００円で表すとき、５００円の損失はどう表されますか。 

（※損失・・・財産や利益などを失うこと） 

 



学習プリント＜数学１年＞No４                       月  日（  ） 

１章 正の数・負の数（教科書ｐ18） 

   組   番  名前           

               

☆ ある量を考えるとき、基準を決めて、それからの増減や過不足などを、正の数、負の数で表すこと

もあります。 

 

１ 教科書 18ページの例３を読み、下の    に書き込みましょう。 

  バスケットボールの試合で、10 得点することを目標にしました。 

このとき、目標としていた得点との違いは、 

 

16 得点取ったとすると、         得点 

 

７得点取ったとすると、          得点 

 

 

２ 教科書 18ページの問２に取り組みましょう。 

ある中学校の図書委員会では、読書週間の図書室の利用者数の目標を、1 日２００人としていまし

た。読書週間に、図書室を実際に利用した人数を調べたところ、下の表のようになりました。 

  右の表の空欄
くうらん

を埋めなさい。 

 

 

 

 

 

 

☆ 反対の性質をもつ量は、例えば、「多い」、「少ない」のように、２つのことばを使って表しますが、

負の数を使うと、その一方のことばだけで表すことができます。 

 

  例  「５個少ない」 を 〔多い〕 を使って表すと、 「－５個多い」 となります。 

 

 

３ 教科書 18ページの問３に取り組みましょう。 

 

(1) ４個少ない 〔多い〕          (2) ６cm 短い 〔長い〕 

 

 

 

(3) ３kg 軽い  〔重い〕          (4) 10 円たりない 〔余る〕 

 

 



学習プリント＜数学１年＞No５                       月  日（  ） 

１章 正の数・負の数（教科書ｐ19～ｐ20） 

   組   番  名前           

               

１ 教科書 19ページの「どんなことがわかるかな」を読みましょう。 

次の数を、下の数直線上に表しましょう。 

＋３ 、 －３ 、 －４ 、 ＋４ 、 －1.5 、 ＋1.5 

 

 

 

 

 

数字の部分が同じ２数について、どんなことがいえますか。 

 

 

 

 

 

 

２ 教科書 19ページを読み、下の     にあてはまる語句を書き込みましょう。 

   

① ＋３に対して－３、－４に対して＋４のように、＋と－の符号をとりかえた数をつくることを、 

 

              といいます。ある数と、その符号を変えた数とは、数直線上では、０に 

 

ついて反対側にあって、０からの距離が         なっています。 

 

 

② 数直線上で、０からある数までの距離を、その数の         という。 

 

 ③ ０の絶対値は、      です。 

 

 

３ 教科書 19ページの例１を確認し、問１に取り組みましょう。 

 

 

 
－５ ＋８ －3.5 

３

４
 

絶対値 
    

符号を変えた数 
    



学習プリント＜数学１年＞No６                       月  日（  ） 

１章 正の数・負の数（教科書ｐ20～ｐ22） 

   組   番  名前           

               

１ 教科書 20ページを読み、問２に取り組みましょう。 

(1)                     (2) 

大きい数                   大きい数 

 

  絶対値が大きい数               絶対値が大きい数 

 

 

２ 数の大小について、まとめましょう。 

  

＜数の大小＞ 

  ・ 正の数は、負の数より      。 

 

・ 正の数は０より       、絶対値が大きいほど       。 

 

・ 負の数は０より       、絶対値が大きいほど       。 

 

 

３ 教科書 20ページの問３に取り組みましょう。 

  

(1)    ４     ５   (2)  －３     －７ 

 

(3) －１．６    －０．６         (4)  
8
3
    

8
5
 

 

 

☆ ３つの数の大小も、不等号を使って表すことができます。 

 例  ２、－３、－４ の大小は、 －４＜－３＜２ と表すことができます。 

 

４ －４、２、－２の大小関係について、下の数直線上に表しましょう。 

また、不等号を使って表しましょう。 

 

 

 

 

 

                  不等号を使って表すと、                  
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家庭学習プリント【１年 理科 身近な生物の観察】(教科書p.６･７、12･13) No.１

組 番 名前：

校庭や学校周辺

教科書ｐ.６・７を見て、野外観察のマナーについて （ ）に当てはまる言葉を、

書きましょう。

● （ ）は必要最低限にとどめる。

● 土を掘ったり、石を持ち上げたりしたら（ ）に戻す。

観察・記録のしかた

１ ルーペの使い方について、教科書ｐ.12を読み （ ）の中に当てはまる言葉を書、

きましょう。

① ルーペは（ ）に近づけて持ち、見たいものを

（ ）に動かして、よく見える位置を探す。

② 見たいものが動かせない場合は （ ）を前後 ルーペの図は、、

に動かして、よく見える位置を探す。 教科書ｐ.12を参照

注意：ルーペでしてはいけないことは何か？

→ ルーペで（ ）を見てはいけない

、 。 、２ タンポポの花を手に持ち ルーペで観察した ルーペの使い方として正しいものを

ア～エの中から１つ選んで、○で囲みましょう。

３ スケッチのしかたについて、教科書ｐ.13を読み （ ）の中に当てはまる言葉を、

書きましょう。

・ ）とするものだけを対象にしてかく。（

） 、 。・先を( けずった鉛筆を使い １本の線で輪郭をはっきり表す

・ ）をつけない。（

・気づいたことを（ ）でも記録する。
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家庭学習プリント【１年 理科 身近な生物の観察】(教科書p.14～16) No.２

組 番 名前：

【実習１】植物と生えている場所の特徴を調べる

校庭に生えている植物について調べた。教科書ｐ.14・15を読み （ ）の中に当て、

はまる言葉を、それぞれ語群から選んで、書きましょう。

【語群】

セイヨウタンポポ

カタバミ

スギゴケ

① （ ）は、日あたりが悪くてしめりけの多いところだけ生える。

② ( )は、日あたりやしめりけにあまり関係なく生える。

③ ( )は、しめりけの多いところには生えないが、日あ

たりはよくても悪くても生える。

【観察１】水中で生活している微少な生物を観察する

教科書ｐ.17の微少な生物のうち、２つを選んで、それぞれスケッチしてみよう。

【 】 【 】

選んだ微少な生物の名前 選んだ微少な生物の名前

※ スケッチのしかたについては、教科書ｐ.13も見てみよう。
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家庭学習プリント【１年 理科 身近な生物の観察】(教科書p.18) No.３

組 番 名前：

【顕微鏡の使い方】

１ 顕微鏡の各部位の名称を下に示した。各部位を、教科書ｐ.18の顕微鏡の図を見な

がら確認しよう （※確認したら☑チェックを入れよう ）。 。

□ 接眼レンズ □ 対物レンズ □ 反射鏡 □ しぼり

□ ステージ □ 調節ねじ □ アーム □ 鏡筒

□ レボルバー □ クリップ

２ 顕微鏡の使い方について、教科書ｐ.18を読み （ ）に当てはまる言葉を書きま、

しょう。

① 顕微鏡を( )のあたらない明るいところに置く。

② ( )の角度や( )を調節して視野全体が一様に明る

くなるように調整する。

③ （ ）をステージの上にのせ、プレパラートできるだけ

（ ）レンズを近づける。

※ 対物レンズを( )から見ながら、少しずつ（ ）を回す。

④ 調節ねじを③と（ ）に回してプレパラートを 離していき、

（ ）が合ったら止める。

（ ） 、 （ ） 。※ レンズをのぞきながら 調節ねじを と回す

⑤ ものがいちばんよく見えるように （ ）を変える。、

⑥ 倍率を高くする場合は、見えるものが視野の中央にくるようにしてから

（ ）を回す。

３ 顕微鏡の倍率について、教科書ｐ.18を読み、まとめよう。
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家庭学習プリント【１年 理科 身近な生物の観察】(教科書p.19) No.４

組 番 名前：

【双眼実態顕微鏡の使い方】

１ 双眼実態顕微鏡の各部位の名称を下に示した。各部位を、教科書ｐ.19の顕微鏡の

図を見ながら確認しよう （※確認したら☑チェックを入れよう ）。 。

□ 接眼レンズ □ 対物レンズ □ 粗動ねじ □ 微動ねじ

□ ステージ □ クリップ □ 鏡筒

２ 双眼実態教科書ｐ.19を読み、使い方の１～３をまとめよう。

１ 鏡筒の間隔を調節する。

２ 鏡筒を上下させ、右目でピントを合わせる。

３ 視度調節リングで、左目のピントを合わせる。

※ 双眼実態顕微鏡では、観察しながら見ているものを（ ）できる。

また、両目で見るため （ ）的に見える。、
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家庭学習プリント【１年 理科 】(教科書p.24～26)No.５１章 植物の体のつくりとはたらき

組 番 名前：

１ 花のつくりとはたらき

［Ａ］花のつくり

１ 教科書ｐ.24の「チューリップ」と「エンドウ」の花を見ると、見かけはちがって

も、どちらも花弁（花びら）がある。花弁以外に、花には共通するつくりがあるのだ

ろうか。自分の考えを書いてみましょう。

２ 花を分解してつくりを観察した。結果からわかることについて、教科書ｐ.26を読

み、まとめましょう。

＜結果からわかること＞

３ 花のつくりについて、教科書ｐ.26を読み （ ）に当てはまる言葉を書きまし、

ょう。

・ めしべの花柱の先を（ ）という。

・ めしべの根もとのふくらんだ部分を（ ）という。

・ 子房の中にある小さな粒を（ ）という。

・ おしべの先の小さな袋を（ ）といい、その中に（ ）が入っ

ている。
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家庭学習プリント【１年 理科 】(教科書p.26) No.６１章 植物の体のつくりとはたらき

組 番 名前：

、 、 。１ 教科書ｐ.26を読み 花のつくりについて に当てはまる言葉を書きましょう

２ 教科書ｐ.26を読み 「離弁花」と「合弁花」についてまとめよう。、

また、それぞれ具体的な植物の名前を２つ以上、書きましょう。

離弁花 合弁花

＜離弁花とは？＞ ＜合弁花とは？＞

＜具体的な植物の名前＞ ＜具体的な植物の名前＞



学習プリント＜社会・中１＞№１「地理的分野 私たちの地球と世界の地域構成」   月  日 
  組  番 名前             

１ 教科書 P.12～13 を読みましょう。そして地図帳を見て次の空らんにあてはまる大陸名と大洋名を書
き入れましょう。 

 
 
２ 次の図は「海洋と陸地の割合」である。①～⑧にあてはまる語句を答えよう。 

 
（「理科年表」より） 

①  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

⑦  

⑧  

 
 
 

  

  
  

  
 

 
 

  

  

 
 

 
 

 

 

  

① 

② 

⑧ 

 

⑤  

 ⑦ 



学習プリント＜社会・中１＞№２「地理的分野 私たちの地球と世界の地域構成」    月  日 
                            組   番 氏名            
１ 教科書Ｐ.11 を見て、次の空らんにあてあまる州名を書き入れよう。 

 
 
 
２ 次のランキング表を、教科書２７２～２７３ページなどから調べて記入しよう。 

国の面積トップ 5  国の人口トップ 5 

1位   で     
万

km2 

 
1位   で   

万人 

2位   で   
万

km2 2位   で   
万人 

3位   で   
万

km2 3位   で   
万人 

4位   で   
万

km2 4位   で   
万人 

5位   で   
万

km2 5位   で   
万人 

 
３ 「面積が小さい国」、「人口が少ない国」などのランキング表も作ってみよう。 



学習プリント＜社会・中１＞№３「地理的分野 私たちの地球と世界の地域構成」    月  日 
                            組   番 氏名            
１ 教科書Ｐ.16 を読もう。そして、百科事典やインターネットを使って、イギリス以外の国名の意味と

国旗のデザインなどを調べよう。 

 
２ アフリカの国々の国境線について、なぜ直線の国境が多いのか、教科書Ｐ.60 の資料２を参考に、そ 

の理由を調べよう。 

 

理由 



学習プリント＜社会・中１＞№４「地理的分野 私たちの地球と世界の地域構成」    月  日 
                            組   番 氏名            

１ 教科書Ｐ.18 を読もう。そして、資料１～３を参考に次の①～⑥にあてはまる語句を書き入れよう。 

 

 
２ 地図帳を使って、日本と同じ緯度・経度にある国名を書き入れよう。 

 



学習プリント＜社会・中１＞№５「地理的分野 私たちの地球と世界の地域構成」    月  日 
                            組   番 氏名            
１ 教科書Ｐ.20～21 を読もう。そして、次に示した世界地図Ａ～Ｃについて、図中のオーストアリアを

赤で、グリーンランドを青で着色しよう。 

 

２ 地球と世界地図Ａ～Ｃについて、下の表の（  ）にあてはまる語句を記入して特徴をまとめよう。 
 

 地球儀 世界地図Ａ 世界地図Ｂ 世界地図Ｃ 

距 離 正しい 
(   )か

らのみ正しい 
正しくない 正しくない 

大陸などの形 (   ) 正しくない ( ) 

(   )から遠い

位置では形のゆがみが

大きい 

面 積 正しい 正しくない 

正しくない 

＊( )に近いほど 

 実際より拡大する 

(   ) 

方 位 正しい 
(   )か

らのみ正しい 
正しくない 正しくない 



本
初
子
午
線 

学習プリント＜社会・中１＞№６「地理的分野 地理にアプローチ」         月  日 
                            組   番 氏名            
１ ①から順番に⑬まで点線をなぞって略地図を描こう。 

 
 
２ 今度は何も見ないで下の図に描こう。 

 

 

     

 

 

 

赤道 














